
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
体
制
と
中
ソ
関
係

今
ゆ
る
や
か
な
同
盟・

に
変
容
へ

去る九
月一一一
日
の夜、
私はモ
ス
ク
ワにい
た。
日

本大使官邸
で

の招宴の
の
ち、
十

年前与志っ
た

く震わ
急粗
末
な
殴備の

「科学アカ
デミ
ー・
ホ
テル」
に
民っ
て、

九回
聞のモ
ス
ク
ワ
滞
在の
忙しい
ス
ケya
lル
もこれ
で
終わっ
た
と一
息つ
い
たの

だが、
その
夜のモ
ス
ク
ワは、
どこ
と

なく離
やい
だ

稗囲気
で
あっ
た。

ふ

と窓外に
自
を
転
す
き、
薄
明
寝空
に
花
火が
あがっ
てい
る。
一
体、
今
夜は

何だ
る
2」
尋ね争
C、
それ
は
日本が
ミ
ズ！

リ号艦よ
で陣
伏文
谷に
署名した臼
か

ら四
＋周年
目
の
お
祝い
だ
とのこ
とで
あっ
た。

このよ
う

な光景に
摂νて、

も宅ぢ私
は

、hy思確な感情

にとらわれ
た
か、
盟

朝の
タス
通慣は、
ちょ
三乙
そ
の夜に、
ソ

迎共聴覚の
ア
リエ

フ政治局員が
在ソ申

国大使館に
招
かれ、
一
時

間以上
も歓
践し
た
と報
じてい
た。

レ
かも
その

間窃は、

「政治局員
兼
符一
副

首相」
なので
あっ
て、
今日
の
クレム

リン
で申
ソ

関係や中

朝関係に
大きな

彫響力
をもっ
ア
リヱ

フ民が
ソ

迎共庖党首
脳
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東
京
外
大
数
受

中
嶋

嶺
雄

の
周
密で、
中

国側とともに
対日
戦勝四
＋周年
を
祝っ
て
いた
とい

う新事提には注

目
せ
ざ
る
を
御ない
だ
ろ
う。

同じ九月三
自
の午
後、

私が会っ
た旧
知の
チ
フゲイ
ン
ス
キI
外

交単説長は、
ソ

連

の中間学出雲代設し
て
唯一
人アカ
デミ
ー
正

会員で
あ目。ば
か
りか、
かつ
て
は中

ソ

国境会践の
顧問もっ
とめ、
現在はソ

中友好協会副主席
とし
て
中ソ
関係の改密

に
霊
な
績
を負っ
てい

柔御語録、

霊の
中

ソ関係につい
て、
「い
よい
よ

党庁覚との

関係改3が
日
程に
のぼるのでは
ない
か」
との
私
の
質
問
に
た
い
し、

「私た
ちに
とっ
て

は党も政府もない。

私←よ之進一員、
ソ

迎共躍党の代袈
なので

す」

舟答え
てい
たこ
とが
印
象的で
あっ
た。

その
前日、
ソ
連
科学アカ
デミ
ーの
ア
メ
リカ・
カ
ナダ

研究所
で懇
践した
ときに

は、
これ
も旧
知のル
1
キン
極東
政治

課長が、
こ

の＋舟に、

同研究所の
アルパ
ー

ト

フ所長

とともに
申由の

国際関慌閉宮附の
招待で
切め
て

酷申するこ
とを、
い
か
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国⑤
に
も由民し
げに
蹄っ
てい
た。

ゴ
ルパ
チE
フ

轡軒並の
過
般の
『
タ
イム』
肱
とのイン
タ
ビュ
ーに
も
アルパ
l
ト

フ所長が
同席
し
てい
たこ
とに
も一

宮Cれ
るよ
うに、

党中央活貧
で
も
あ
る
同
所
長

は、
対米
政粛に
かんし
て

依然とし
て
クレ
ム
リン
のブ
レ
ーン
役
をつ
とめ
てい
司＠人

物で
ある
だけ
に、
こ

の公毒事典、

最近

の米中ソ
寝

室反映するも
の
とし
て

注
自
され
ね
ば
な
る
まい。

ソ

連科学
アカ
デミ
ーの
数多
くの

研究所の
なかで
も、
ソ
連
の
アテ
ア
政策に
大き

な

膨響力を
もっ
てい
るのは、
世
界経
済・
国
際
関係

研究所と極
東

研宮市で
ある。

こ
れ
に
比
し
て、

東岸掌布究所や
社会

科学堂術情報

研宮附
沖地、
よ
りアカ
デミッ
ク

な立
場
嘉し
てい
るとい
えよ
宗、
世
界経
済・
国
限
標

研宮町のヤコ
ブ
レ
フ前

所
長が
今回
の一
連のゴ
ルバ
チョ
フ
人
事で
党中
央軍
伝部
長に
任命
され
たこ
とに一ホ

され
るよ
うに、
ソ
速に
おけ
るアカ
デミ
ーは、
こ
の
国の

政筒形成に
も

大きな彫
容

を
与一え
てい
る。

極
東

研宮市長に
は、
こ
の
夏に

弱冠五十二
躍の
チ
タレンコ
氏が
壁
、υたが、
こ

れ
もゴ
ルバ
チョ
フ
人志
の一
環で
あっ
て、
同

所長は

就任後、
初めて
の

日本入学者

とし
て
の
私との
会
見で、
「申

闘が主張し
てい
る（
中ソ

関係政
暫の
た
めの）
三
六

回
答は、

部小平が
日
本や
ア
メ
リカ
に
与え

た附り物だ」
と踏っ
てい
た。

今回
の
肪
ソに
よっ
て
私
の
得た
印
象は、

も舟℃品

川り提来か
らの
私
の申
ソ

和解説を

改めて
確砲
させ
だけ
れど
も、
い
まや
中ソ
関係の
みな
A歩、
モ
ス
ク
ワl平
媛l
北

京の
あい
だに
も、
さ
らに
将来的に
はハ
ノ
イ
との
あい
だに
も
「ゆ
るやかな
同
盟
関

径
が

震さ
れつつ
老のだ
とい
え
さ
っ。

中圏内
政

の寵じに
伴っ
て、

中国側の
対ソ
楓臓が
根本
的に
密わ
り、

ソ速事敵視

さ＠戦
略か

ら大きく
転じてい
るこ
とが、
こ
の
きな「
ゆ
るやかな

題関係」
を

百
倍に
しつ
つ
あるので
ある。

糊略的
次
元で

見るならば、
アメ
リ刀の

SDiの開
括、

朝鮮半島

の将来構想、

ソ
連S
S却
の

極東配備、
将来の
シベ
リア開
発、
そし
て
臼本

のGNP一
%枠問
周

ゃ、
い
わ
ゆる
吉本

軍盟主
警
批
判に
かんし、
こ
れ
らユ
1
ラシ
マλ社
会主

護箇

が
同一
の立
場に
立
ちつつ
努AMこ
と
を、
私は
今回
改めて
暗闘
せ
ざ
る
を
得
な
かっ

た。ゴ
ルバ
チョ

フ体制

発足以悉十年
の
足
取り

を直視し、

妻、
ソ
翠
会の
硬
直し

たシ
ス
テム
を
知れ
ば
知るほど、
ソ
速はい
ま大き

な密容
期に
さし
かかっ
てい
るよ

うに
恩わ
れ
る。

今
回、
ソ
迎では
話プレ
ヲ
ネ
フ化e
が

胆ロかに

溜捗υつつ
あり、
それ
だ
けに

アン
ドロ
ポ
フ時代へ
の
評価

は告わめて高い。
そし
てゴ
ルバ
チョ

フ体制の
根本的

な
利点
は、
リー
ダーシッ
プ
が

大きく若返っ
てい
るこ
とで
あり、
被
らに

は十分な

時

聞があるこ
と

である。

い
かにゴ
ルバ
チョ

フ個人がスマ
ート
で若くて
も、
ソ
週とい

司係一制ば動かせる

も
ので
ない、
とタカ
疹yhくっ
てい

るとするな
らば、
その代
価は自本
外
交に
とっ

て
も、
きわ
めて
大きい
も
のに
なりは
し
ない
だ
ろうか。
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（
九月二
十一
日）




